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 This article focuses on the development of farmers' clothing for “Noh - Girl” (young women who work in 
agriculture) using regional resources and applying service design methodology. These activities are intended 
to contribute to the development of agriculture in Japan. We report here on a case study of a fashion show, the 
Agri-Arts Festival 2014: “Daichi no Kokoro o Kiku”. The project has been planned jointly by Ms Akie Abe (wife 
of Prime Minister Shinzo Abe), Shoko Otani (Vice President of the Association for Development of Japonisme), 
and Yumiko Mizutani (Professor and Dean of the Faculty of Intercultural Studies, Yamaguchi Prefectural 
University). The main purpose of the study is to investigate the development of the 2014 version of ‘mompekko’, 
a style of pants originally created in 2013.  First, a new material called 'Yamaguchi-shima raita2014' was created, 
and then from this material we developed new mompekko and ‘salopekko’ (salopette – a type of overall).
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はじめに
　本研究創作はテーマ「地域資源を活かした農ガール
ファッションの商品開発とサービスデザイン」に関し
て「アグリアート・フェスティバル 2014 − 大地の心
をきく –」を事例としたものである。昨年実施した「農
業スタイルコレクション 2013 in 長門油谷 with 会津
若松（注 1）」を継続し、新たにモンペッコの商品開発を
目指した。最近興隆してきたデザイン手法であるサー
ビスデザインを応用しユーザーの体験価値を創造する
ことを目的とした商品開発を行った。
　若い女性が農業をする時に着る服がないということ
や農業への興味関心を持ってもらうために、服装とい

うスタイルから入ろうという考えで、安倍昭恵内閣総
理大臣安倍晋三夫人と筆者の企画デザイン研究室が
共同で 2013 年春から研究開発を始めた。昭恵夫人は
2013 年モデルのプロトタイプの最初の着用者である。
発表時に同席した人たちから非常に好評だったため、
スタイリングやコンセプトをこのまま進めた。
　2013 年モデルの素材は、最初は明るいイメージが
よいと考え、かつてマリメッコ本社（ヘルシンキ）か
ら提供されたウニッコ柄のテキスタイルで制作した。
しかし、これは個性が強く、また地域資源を活かす発
想とは異なるので、伝統的な地域資源として柳井縞、
玖珂縮み、そして昭恵夫人の発案でコラボレーション
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をした会津若松市を代表する会津木綿に注目した。
　次に筆者のアイデアでモンペッコ・グローバルとい
うコンセプトを提案し、山口県に縁のある世界の国々
のテキスタイルを、県下あるいは世界に出かけてテキ
スタイルを調達し使用した。特に、パリのインテリア
ファブリックの大胆な模様や、ガーナ周辺で流行しか
つ製造されているワックスプリントなどは、伝統的な
日本の絣や縞織とは異なった新しい印象を与えるもの
で、若者に人気であった。また、実際の田園での農作
業時には、自然の風景とは色彩的に対照的であり、そ
れがかえって新鮮な印象を与え、多くの方に好評で
あった。
　そこで、本年は 2014 年モデルのモンペッコを作成
するために、2013 年モデルをサンプルに用いて、２
つの方法で調査・研究を行った。１つは実際にデザイ
ンする研究室のメンバーが 2013 年モデルのモンペッ
コを履いて農作業をすることで、機能性や自然の風景
との親和性および美的な側面について検証する方法で
ある。また、他方はサービスデザインの方法を用いて、
昨年のモンペッコを検証し、デザイン提案を行う方法
である。
　2014 年モデルの目的は少量でもよいので本格的に
商品化することが目指されたことと、有限会社ナルナ
セバと当研究室のサテライト研究室が共同でレーベル
として mompekko を立ち上げて、実際に農業女子に
販売し普及を実現させることである。
　以下ではまず研究創作の概要と方法を述べる。

1　研究創作の概要
　まず、実践的な事例として、山口市内にある「一般
社団法人おんなたちの古民家」の要請を受けたことも
あり、フィールドワークを通して、デザインの情報収
集を行った。具体的には山口市徳佐で 5 月に実施され
た田植えフェスティバルにモンペッコを着用して参加
するのみならず、地域の人々や地域外から集まった若
者に着用を依頼し、実際の着用によるモニタリングを
行った。また、9 月に長門市主催で実施された稲刈り
にも同様に参加して、モンペッコをアピールするとと
もに、地域の人々の意見を聞く機会を得た。
　さらに農林水産省経営局就農・女性課からのアプ
ローチを得て、「農業女子プロジェクト（注 2）」と連携
することになった。農業女子プロジェクトの事務局担
当者との連携により、その後、山口県内の農業女子と
の出会いや全国で登録された農業女子とのコミュニケ
−ション、さらに、作品の出品やメディアでの取り上

げなど、モンペッコ現象が社会的な広がりを得た。
　全国（北海道、岩手、福島、茨城、群馬、埼玉、長
野、愛知、滋賀、三重、岡山、福岡の各県）16 名の農
業女子に登録されている女性たちから新しいモンペッ
コのパターン、ポケットの機能などいくつものチェッ
クポイントにおいて、意見を聞く事ができたことは有
意義であった。具体的な方法として、生地は異なるが
同じパターンのモンペッコをそれぞれの農業女子に送
り、アンケート調査を行った。そして農業女子が自分
でモンペッコを穿いた写真を撮り、それを研究室に送
るという方法で、視覚的資料を得た。これらの写真は
ショーの演出で発表された。ただし、今回、筆者の研
究室が取り組んだのは稲作で、ここでモニターとなっ
た農業女子の扱っているものは、多くが野菜や果物な
ど畑作農業だった。ここではポケットなどに求められ
る機能が稲作と畑作とは異なっていることが理解でき
た。
　またサービスデザインについては、筆者の研究室で
は 2013 年度からサービスデザインの思考や手法を用
いて、服飾デザインのコンセプトに反映させる方法を
用い始めている。サービスデザインの手法を、服飾デ
ザインに応用する方法は、まだ世界でも事例が少ない。
筆者は、本学との国際共同研究を実施しているフィン
ランド国立ラップランド大学芸術デザイン学部におい
てサービスデザインの先行例と出会い、マルヤッタ・
へイッキラ＝ラスタス教授とサービスデザインの研究
においても共同研究を開始した。ラップランド大学で
はユニークな方法として、SINCO(Service Innovation 
Corner)（注 3）という装置あるいは空間を作り、ここに
おける視聴覚装置を用いて、プロトタイピングを行っ
ている。
　山口県立大学では 2013 年春に学際的なサービスデ
ザインに関する研究チームが結成されて、文部科学省
の「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」に
研究テーマが採択された。この研究チームはライフイ
ノベーション研究チームという名称で、大学 COC 事
業の共生研究を行ってきている。主にここでは医療や
福祉の領域での研究創作を行っている（注 4）。
　2013 年 11 月に学術交流提携校であるフィンランド
国立ラップランド大学を訪問し、SINCO についての
学習を行った。このシステムを参考にすでにサービス
デザインの研究を行っている慶応義塾大学武山政直教
授および大日本印刷株式会社サービスデザインラボの
指導を受けて、本学仕様の視聴覚装置 SPS（サービス
デザインプロトタイピングシステム以下は SPS と記
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す）を作った。モンペッコデザインのための SPS を
用いたロールプイングは、ワークッショップ形式で行
う当研究チームの最初のデザインシミュレーションで
ある。
　ここでこの研究は山口県立大学国際共同研究および
ライフイノベーション研究チーム（注 5）の研究活動の
一部に関わっているもので、実際のロールプレイング
においては研究室の学部生（注 6）も参加していること
を記しておく。
　実際の新しいパターンの検証については、久留米絣
の製造地域の企業との連携により、伝統的なモンペの
製造のコンセプトや形、縫製の特徴などを改めて情報
収集した。本年の作品発表の機会として、アグリアー
ト・フェスティバル 2014 を 10 月に実施することを企
画し、その日程に向けて研究開発を行った。
　今年の重要な目的は、上記したように新しいデザイ
ン手法としてサービスデザインを服飾デザインに適応
させることと、実際のものとしては昨年発表したモン
ペッコを検証し、商品開発として mompekko レーベ
ルの元でモンペッコを販売実験ができるところまで
もっていくことである。なぜなら、本来の目的は若者
が実際に着られるような農作業着を普及させることに
あるため、提案だけでは人々が実際に農作業で着るこ
とができないからである。
　さらに、本年はサロペットタイプのコレクションの
プロトタイプも開発することを目指した。昨年の発表
以来、現場の農業者や若者で農業に携わっている女性
の意見を取り入れ、サロペットあるいはツナギタイプ
の作業着も求められていた。本年はその中でまずはサ
ロペットタイプのモンペッコに焦点を当て、プロトタ
イプを制作することとした。
　その結果、当研究室のサテライト研究室が設置され
ている有限会社ナルナセバとともに、１つのレーベル
として mompekko を立ち上げ、農作業着の商品開発
を行ったので、この点についても検証を行う。
　以下では、実際に商品化されたレーベル mompekko
におけるモンペッコとサロペッコと名付けたサロペッ
ト、さらに地域資源を新たに発掘して制作したプロト
タイプについて、その研究プロセスや結果を踏まえ、
それらの検証を行う。特に今回の大きな取組みはレー
ベルを作り、商品化を視野に入れ量産化をすることで
ある。商品開発の場合には、デザイン上の美的側面や
機能的な課題を解決するばかりでなく、適正な価格も
大きな課題となる。そこで１つの解決策として、機械
織の新しい地域資源を目指すためにオリジナルな素材

を作ることにした。
　山口県の伝統的な柳井縞は、かつては農作業着など
として使われていた綿布であるが、現在は手染めおよ
び手織りであるために希少価値があるとともに高級な
生地となっている。部分使いとしてデザインに取り上
げているものの、その生地を全体に使うパンツを商品
化することはコストの面で困難である。それ故に、地
域で再興されて織られている伝統的な柳井縞の生地は
オーダーシステムで扱うこととし、高級ゾーンのター
ゲットとした。
　今回、オリジナルにデザインされた縞模様の広幅
の布は新しい山口の伝統になることを願って、「やま
ぐち縞」と名付け、フィンランド語の縞を意味する
raita を個別の布名とした。以下では生地の開発につ
いて述べる。

2　地域資源から着想された新素材「やまぐち縞
raita2014」の開発
　筆者は研究室の研究創作の主なコンセプトとして、
地域資源の発掘と創造さらに発信をキーワードにし
て、活動をしている。自然、歴史、人物、さらに伝統
工芸などの文化、産業に光を当て、現代生活にそれら
が活かされることを目的に、商品開発や文化イベント
の服装などを手がけている。その中の１つに柳井縞が
ある。
　ここでやまぐち縞を開発するに到った背景としての
今までの取組みについて述べる。柳井縞の織物はかつ
て柳井周辺地域を含めた地域産業であったが、現在で
は伝統的手工芸の領域で柳井縞の会が中心となって
織っている。筆者は 2003 年に柳井縞の会が制作して
いる柳井縞を使った「復興 10 周年記念ファッション
ショー」の企画・演出・運営を依頼されたことがきっ
かけで、柳井縞と出会った。それ以来、現在まで手法
は異なるものの、柳井縞を使った服飾デザインを行っ
てきた。
　次に取り組んだ地域資源としては、柳井市に隣接し
現在は岩国市に合併された玖珂地域で歴史的に織られ
てきた玖珂縮みがある。現在は岩国市西商工会玖珂支
所がとりまとめ役をしており、20 年近く前に再興さ
せようと「玖珂縮みの会」が結成された。その時に
縞柄のオリジナルな玖珂縮みがデザインされた。2013
年に上記商工会から筆者の研究室に、商品開発の受託
研究があったので、商工会のメンバーと研究室スタッ
フが話し合い、岩国特有の何かを探った。その結果、
広島東洋カープ（以下カープと記す）の 2 軍キャンプ
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（広島東洋カープ由宇練習場）があることを知らされ、
お守りと結びつけて「勝って１軍に昇格する」という
ストーリーを表現する商品開発を考えた。
　その結果、カープのキャラクターである「カープ坊や」
の図像を使う許可を得て、お守り、カチューシャ、さら
に球場への入場券を入れるチケットホルダーなどのア
イテムを開発した。お守りはすでに販売に至っている。
　以上のように地域の人々がまちの活性化を目的とし
て、伝統的な織物を再興し、商品開発に活かしていこう
という動きを受け止め、それを支援したり、研究室の創
作に協力も得てきた。しかしながら、農作業着の商品化
となると多くの布地を必要とするため、コスト面で大き
な障害となる。それぞれが手染め、手織りという非常に
高級な生地素材となっている。そのために、山口県で加
工技術が地域資源に認定されているデニムをそれぞれ
の伝統的な素材と掛け合わせることで、現代的な商品を
開発するというコンセプトをもって進んできた。
　この考えを推し進めながらも、ここでのテーマであ
る mompekko レーベルにおいてモンペッコを量産し、
実際の農作業に使用できるものを作るためには、機械織
で生地から創作する必要があると考えた。そのような時
に、日本経済文化学会および日本アートマネジメント学
会のそれぞれ九州支部合同学会に参加した。そこで偶然
にも久留米大学駄田井正名誉教授に相談する機会を得
て、大刀洗町で長年モンペをプロデュースしている合資
会社ロォーリングの實藤俊彦代表を紹介された。そし
て、駄田井教授とともに訪問することになった。
　訪問する前は筆者の考えが受け入れられ、オリジ
ナルな生地が織られるか、また 10 月のファッション
ショーにモンペッコの製造が間に合うかという心配が
あった。幸運にも駄田井名誉教授とともに７月末にア
トリエ兼店舗を訪問し、そこでかなり好意的な返事を
得ることができた。その後、織技術に関する調整や色
の問題さらに予算などの詰めを行い、実現にこぎ着け
ることになった。そして１ヶ月後にオリジナルの布が
織り上がった。このスピード感と織物の内容から「奇
跡の布」と愛称を付けている。
　やまぐち縞の創作に関して、まず縞を世界の縞とし
て位置づけ考えてみた。縞にストーリー性を持たせる
ためである。日本では大航海時代にアジアから縞柄が
もたらされた。名物裂などにその一部が遺されている
のでその縞の柄や存在を確認することができる。木綿
の事例として江戸時代の元禄期以来、伊勢参りのお土
産として松坂木綿が全国に広がった。歌舞伎では今で
も「マツザカを着る」というと松坂木綿の縞織を着る

ことを意味しているように、江戸の粋を代表するもの
であった。
　世界に目を向けると 18 世紀にはトルコなど当方か
らの流行として縞が流行しており、19 世紀にはジャ
ポニスムの影響で縞柄のドレスが流行したことが知ら
れている。一方、モードではなく民族衣装において縞
柄が散見されていることは一般的に知られている。
　筆者は 2000 年頃からフィンランドの諸機関とのコ
ラボレーションで研究創作を継続しており、地域の服
飾史やデザイン史についても調査してきた。2002 年
にはヘルシンキ芸術デザイン大学（現アールト大学）
大学院芸術デザイン研究科に客員教授として在籍し
た。その際に、受け入れのピイッパ・ラッパライネン
教授に連れられ民俗衣装研究所を訪問し、そこで初め
てフィンランドの民俗衣装を再定義した国民服カンサ
リスプクの存在を知った。
　フィンランドのカンサリスプクはウール素材が主
で、地域により刺繍のスタイルが異なるとともに、経
縞あるいは緯縞の布が使われていることがデザインの
特徴である。ここで詳細を述べる余地はないが、フィ
ンランドのソウルブランドとも言えるテキスタイル
とファッションのブランドであるマリメッコのファッ
ションアイテムにおけるデザインの主要な柄に縞柄が
ある。そこで、筆者はその両者の近似的な造形的特徴
に興味を抱いて、19 世紀以降の民俗衣装を調査した。
　ユバスキュラにあるフィンランド工芸博物館での調
査や、上記のヘルシンキにある Föreningen Brage で
の調査、および文献によると地域によって非常に多様
な縞柄が発展してきていることが理解できた。そこで、
やまぐち縞のデザインについて、山口とフィンランド
との交流をさらに振興させることを目的として、日本
の伝統的な着物地用の縞柄、柳井縞および玖珂縮みの
縞を参照しながらも、フィンランドの民俗衣装に見ら
れる縞幅のバランスや色調をモンペッコのデザインに
取り込むことを決めた。
　柳井縞には木綿、フィンランドの縞にはウールが使
われていることをすでに述べたが、もちろん同じ縞柄
でも印象は異なる。そこで、まずは経縞の柄を一旦、
単純なグラフィカルな色合わせとして考えた。多くの
フィンランドの縞柄の中から農作業着に合いそうで、
またオリジナルができそうなモチーフを参考にして、
新しい縞のデザインを考えた。素材開発は筆者の研究
室の大学院生である水津初美が参加した。
　まずは経糸のデザインから行った。フィンランドの
ウールの手織りの場合や、手織りで木綿の柳井縞の場
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合には、経糸の柄が縞としてかなりはっきりと現れる
ため、基本は経糸を決めることが最初の重要なデザイ
ン行為なのである。
　その後、合資会社ロォーリングの實藤と水津と筆者
が協議をした結果、２種類の黒糸（スラブ糸とネッ
プ糸）、紺糸、青糸、そして山口を象徴する夏みかん
色を表現するためにからし糸の 5 種類の緯糸を想定し
て、製造に入った。結果、１パターンの経糸によるデ
ザイン（70 頁上段参照）に対して、5 種類の緯糸での
織りによって、まったく印象が異なる 5 種類の布（53
頁の写真 13 − 16 参照）が出来上がった。
　結果、緯糸の主張が強く、経糸による縞柄が必ずし
も明快には出なかったので、これは今後の課題となっ
た。いずれにしても、5 種類のオリジナルな布ができ
たことで、まったくオリジナルな 2014 年モデルのモ
ンペッコとサロペッコを作る準備が整った。

3　モンペッコの服飾デザインとサービスデザイン
　筆者は山口県立大学ライフイノベーション研究チー
ムとともに、2013 年からサービスデザインに関する
研究創作を進めている。サービスデザインはユーザー・
センタード・デザイン（User Centered Design）の
考え方に立っており、ユーザーの体験価値を創造する
ことが目指されている。ラップランド大学の SINCO
および本学が構築している SPS などを使ったプロト
タイピングでは、ユーザーとデザイナーおよびその他
のあらゆるステイクホルダー（利害関係者）が同じ地
平に立って、必要なサービスやものが創造される。
　2013 年モデルのモンペッコに関して言うと、衣服
としての機能性や美的な側面については情報収集やデ
ザインの最後の場面での試行錯誤を行ったが、農作業
着としての機能についての実践的な調査が十分ではな
かった。
　そこで、2014 年モデルを作るに当たり、サービス
デザイン研究の初期のファシリテイティングとそのシ
ミュレーション実験の学習のために、ライフイノベー
ションチームの一員である倉田研治講師の研究室とと
もに筆者の研究室のメンバーが、田植えの場面を想定
したロールプレイング（写真 1）を実施した。実際の
田植えを山口市徳佐における田植えフェスティバルで
体験（写真 2）し、その時の体験などを情報としなが
らも、SPS の視聴覚装置による空間でモンペッコのデ
ザインを前提としたロールプレイングを行った。

　ペルソナ（人物像）は以下のようなパターンを設定
した（写真 3）。「このペルソナは山口で農業高校を卒
業し、東京の大学に進学して、そのまま東京で OL を
していたが、仕事を辞め、ちょうど実家に帰ってきて
農業を継いでいる２６歳の女性である。東京時代の彼
氏との遠距離恋愛をしており、絶えず電話でのやりと
りが気になっている」。

　ファシリテイターとロールプレイングする役を筆者
のゼミの学生が行った。2013 年モデルのモンペッコ
をプレイヤーが着用し、SPS を用いてデザインにおけ
るいつくかの点について検証した。スクリーンに上記

写真1．2013年モデルのモンペッコに関する改良に向けたロールプ
レイング

写真2．女たちの古民家主催の田植えフェスティバル

写真3．ワークショップにおいてペルソナを設定するミーティング風景
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の各場面を写し、そこで田に向かうドライブの場面（写
真 4）、田圃で作業をしている途中に電話がかかって
くる（写真 5）、さらに農作業着のまま仕事の後にコ
ンビニに買い物に行く場面（写真 6）などについてロー
ルプレイングを行った。

　そこで、ここではデザインに関するポケットのこと
について、ロールプレイングでプロトタイピングを
行った。特に稲作の場合にはそれほどの用具をポケッ
トに入れることはないが、携帯電話が必需品であり、
携帯電話をどのように安全に持参し、同時に作業に邪
魔にならないかということが課題であった。ここでの
意見収集、農業女子へのアンケート調査、伝統的なモ
ンペ製作の技術さらにデザインサイドの考え方などを
総合して、2014 年モデルのモンペッコのデザインへ

のアプローチを試みた。
　SPS を用いる実験については、ラップランド大学芸
術デザイン学部のマルヤッタ・へイッキラ＝ラスタス
教授が先行する服飾デザインへのサービスデザインの
適用事例を、SPS によるロールプレイングやプロトタ
イピングの参考にした。ラップランド大学の場合には
デパートのオリジナルブランドの服飾デザインおよび
空間デザインについてサービスの観点も加味しながら
実践するものであった。筆者のプロジェクトの場合に
は、自ら制作したプロトタイプを改良してブラッシュ
アップし、商品化することが目的である。農業女子の
アンケートさらに伝統的な久留米絣から新しいモンペ
を展開している合資会社ロォーリングの實藤俊彦代表
との意見交換などを参考に、ポケットのデザインにつ
いての結論を見い出した。　
　筆者は手植えと機械植えの両方を体験した。（写真7)
手植えでは足を取られて転び、下半身がすっかり濡れ
ることが想定された。事実、一緒に田植えした１人は
下半身がすっかり濡れてしまった（写真 8）。

　このような想定では、2013 年モデルのように背面
にポケットがあり、そこに携帯電話を入れていること

写真4．田圃に向かうためのドライブの場面

写真5．遠距離恋愛をしている恋人から電話がかかってくる場面

写真6．農作業着のままコンビニエンスストアに買い物にいく場面

写真7．田植えで機械植えをしている場面

写真8．田植えで足下を奪われ田圃に尻餅をついている人がいる場面
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は危険である。実際には、後のポケットに携帯を入れ
ていてそれを忘れて腰掛けてしまい、携帯電話を壊し
たという事例もあった。
　こうしたことから、ポケットは前にあった方がいい
という結論になった。次に、アンケートなどでは前の
両側に２つあった方がいいという意見がいくつか寄せ
られた。特に稲作ではなく、畑仕事の場合にはいろい
ろな道具をポケットに入れるために需要が大きい。畑
作業においても、果樹の場合にはさらに求められるポ
ケットの機能は多様であった。
　久留米絣の伝統的なポケットの作りについて調べて
みると、伝統的な織をしているメーカーも、新しい企
画のモンペを作っているところも、右前１つであっ
た。ロォ−リングの實藤も右前１つが標準だと言って
いる。そこで少し低めの右前にやや深めのポケットを
つけることに決めた。しかし携帯や重要なものが、何
かの拍子に外に落ちるかもしれないリスクを考えて、
ポケットの袋の部分を２重にして、その上側にファス
ナーを付けて重要なものが落ちないように工夫して、
オリジナル性をアピールした。 2 重にしてファスナー
を付けると、当然製造コストに反映されるが、この工
夫が今回の主要なデザインポイントの１つなので、縫
製上のコストアップも甘んじた。

　次にデザインに注目される点は、裏側の当て布であ
る。2013 年モデルの時には付けていない。なぜなら
農業者のインタビューで、農作業でそれほど特別な仕
草や汚れが想定されなかったことと、農作業後にその
服装のままスーパーマーケットに買い物にも行けるデ
ザインを期待する声を重視したからである。
　しかし、今年は手植えや手による稲刈りを体験し
たために、より実感をもってモンペッコに丈夫さを
付与するための方法を模索することになった。従来か
らロォーリングのモンペには、ヒップと膝の裏側に力

布用の当て布が一般的な使用として取り入れられてい
る。そのために、長方形の布を有効に使うことが求め
られ、モンペのパターンも直線断ちであり、残った生
地を工夫してポケットと当て布に使っている。ここに
は無駄をなくして布地を有効に使おうとする着物の構
成に見られるようなサスティナブルな思想が反映され
ている。
　結論として全体のシルエットに関するパターンは
2013 年モデルに近いものにしたが、股上の刳りは直
線ではなく、曲線とした。さらに、膝当てと腰当てを
縫い付けることになった。サンプルはロォーリングが
M と L を製作し、身近な男女 10 名程度に試着を願い、
結論を出した。
　体型によっては、まったくそのモデルのために作っ
たように感じられるものがあれば、そうでない場合も
ある。農作業のユニフォームを誰の体にも適応するよ
うなデザインをすることは容易ではない。
　ファッションショーでのモデルやショーを行った共
催の長門市出身のモデルに、意見を聞いた。今回開発
したやまぐち縞raita 2014の色は青系が1番の人気で、
次にからし色系である。もっとも小ロットで製造した
ために、マーケティングに即反映させられるというも
のではない。しかし、年配の身近な人々の反応も明る
い色を求める傾向にあることは事実である。それは年
齢を超えて、その傾向にある。
　伝統的な柳井縞や久留米絣の柄は比較的地味なもの
が多く、特に農作業着用という観点からは、汚れ等が
目立つので地味な黒か紺のモンペッコが好まれると想
定したが、その思いはいい意味で裏切られた。購入し
た人々はそれほど汚れる農作業着用という感覚より
は、自宅での普段着として着用をしようという考えで
購入しているようだ。作務衣の下衣のような感じでモ
ンペッコを着用しようとする声もある。
　まさに着用者中心に考えられたものでもあったが、
それを商品として幅広く普及させるために、着用者の
モンペッコに関するイメージや用途などさらに情報を
収集して、広報宣伝や販売のためのマーケティングと
合わせて戦略を練ることが課題である。つまり、市販
されているモンペは非常に安価であり、モンペッコは
比較的高い農作業着となる。それ故に、コストや着装
感によっては、デザインは農作業着の延長にあるが、
ターゲットは普段着として着用するか、ガーデニング
や農業に関心のある人になるかもしれない。

写真9．ポケットの袋部分が二重に
なっているニューデザイン
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ション雑誌『ViVi』の専属モデルのため、ファッショ
ンとして着られる可能性があり、着用のイメージが湧
いた。しかし、ピンクなファッションで有名な木村優
とロココファッションをステージ衣装に作っている
KAMIJO の場合にはどうなるかと心配をした。藤井
リナにはサロペッコ、後の２人にはモンペッコを事前
に送り、それぞれ自分のイメージでモンペッコをコー
ディネートしてランウェイを歩いてもらうように依頼
した。
　当日はプログラムが始まる直前に会場に到着という
予定になり、リハーサルもできないためにかなり気を
もむことになった。結論を言うと、藤井リナは紺系サ
ロペッコを短く切り、ショート丈のサロペッコで長い
足と高い靴を履いたスタイル（写真 10）で登場した。
白いブラウスが短いためにウエスト部分が見えている
スタイルで、一般の田圃でのユニフォームとしてはか
け離れていたが、農ガールコレクションとしてはこれ
くらいの奇抜さも必要かと感じさせられた。
　木村優は青系のモンペッコの上にピンクのジャケッ
トとウエストにピンクのチュールでチュチュをはい
ているようなスタイル（写真 11）であった。また、
KAMIJO はロココスタイルの白のブラウスと黒のベ
ストそして黒系モンペッコに黒のブーツスタイルで
あった（写真 12）。昭恵夫人には芥子色の緯糸のサロ

4　「アグリアート・フェスティバル 2014　−　
大地の心をきくー」の企画と農ガールコレクショ
ンについて
　今回の企画は、昭恵夫人と主催の一翼を担うことに
なったジャポニスム振興会副会長の大谷祥子そして筆
者が行うことになった。3 人で話し合った結果、「ア
グリアート・フェスティバル 2014 − 大地の心をきく
−」をタイトルにすることにした。
　ショーの詳細は資料としてプログラムを最後に添付
するので、ここでは農ガールコレクションに関しての
み述べることとする。
　服飾デザインの最終形は、モデルが服を着装して、
ある空間でパフォーマンスすることで立ち上げられた
ムード、あるいはイメージである。それ故に、誰がモ
デルをするかということがきわめて重要な要素となっ
ている。ファッションコンテストなどにおいては、モ
デルの表現の善し悪しで勝敗が決まることも多々見ら
れるほど重要である。
　今回は、昭恵夫人がプロモデルの藤井リナに声をか
けたところ、ボランティアで参加するという意志が示
された。次に、原宿の読者モデルでクールジャパンの
大使にも選ばれている木村優と世界的に活躍するヴィ
ジュアル系のロックミュージシャン KAMIJO にも昭
恵夫人は声をかけた。藤井リナの場合には長年、ファッ

写真10．藤井リナによるサロペッコのスタ
イリングとパフォーマンス

写真11．木村優によるモンペッコのスタイ
リングとパフォーマンス

写真12．KAMIJOによるモンペッコのスタ
イリングとパフォーマンス
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ペッコと同じ生地で襟やヨークそして袖口がデザイン
されたブラウスを合わせたスタイル（写真 13）である。

　モンペッコに関しては、高校生モデル 2 名（写真
14）、地元の高齢者 3 名（写真 15）、および周南から
参加した農業女子の 2 名が着用した場面（写真 16）
がある。ここでは、順に田植え、稲刈り、そして畑仕
事を想定して、全体の服装のコーディネートを行った。
筆者の演出のもと、小物や帽子などのデザインは水津
初美が担当した。

　モンペッコ以外の作品としては、2013 年モデルの
延長として、中濵結香と中村正代が玖珂縮みとデニム
を掛け合わせた作品（写真 17、写真 18）、荒木麻耶が
柳井縞とデニムを掛け合わせた作品（写真 19）、そし
て 2014 年モデルのために発掘した地域資源を使用し
た、甲斐少夜子および小田玲子の作品がある。後者の
２人の作品については次章で検証する。
　2013 年に筆者が発表したデザインの「柳井縞×金
子みす ：ゞハオリーナ（上衣）とモンペッコ（下衣）」は、
白糸の部分だけをマニラ麻の和紙糸で織られた。それ
を発展させて、すべての糸をマニラ麻の和紙糸で、藍
染めもオリジナルで染められた。和紙糸製造と藍染め
は備後撚糸株式会社（福山市）、柳井縞は柳井縞の会

写真13．安倍昭恵夫人のスタイリング
	 ヘアーメイク：たかこ
	 サロペッコ
	 （デザイン：水谷由美子
	 	 プロダクト：岡部泰民/匠山泊代表
	 	 モデリング：荒木麻耶）

写真14．「田植モンペッコ」モデル：松本健太郎
	 　・中村彩香（柳井商工高等学校生徒）

写真15．「稲刈りモンペッコ」
　　　　　モデル：天野登志子・刀祢美千枝・石村康子（長門市）
	 　ブラウス染色：水津初美

写真16．「畑仕事モンペッコ」モデル：村上順子
	 　・宮川温子（周南の農業女子）
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の石田忠男会長（柳井市）さらにジャケットとパンツ
は匠山泊（山口市）の代表岡部泰民が担当した。産学
のコラボレーションによる研究創作の成果がこのスー
ツであり、筆者自らショーのフィナーレで着用した。
1 枚仕立てのジャケットであるが、しっかりとした張
りがありジャケットとしても魅力的な素材である。手
織りによる布が、シンプルなジャケットとパンツの存
在感を高めている（写真 20）。

5　地域の布資源を活かした農ガールファッション
（1）周防大島における祝旗×デニム
　筆者は 2014 年 10 月に開催した「アグリアート・フェ
スティバル 2014 −大地の心をきく−」で、祝旗とデ
ニムを素材に使用した男性用・女性用各 2 点の農作業
着を制作した。食を生み出す行為を纏（まと）って祝
う意味を込めた。祝旗のもつ華やかな印象で農ガール
コレクションのオープニングを田村洋作曲の祭りの
音楽と共に賑わいを演出した。この 4 点の作品は、サ
スペンダー付きで裾を絞らず街着仕様である男女 1 組

（写真 21）と、鉢巻きに襷がけ風、裾を絞り地下足袋
を履いた作業着仕様の男女 1 組（写真 22）をペアーで
制作し、お田植え神事・収穫祭などの昔からの風習を
現代風にアレンジできる可能性として、このモンペッ

写真17．中濱結香作「ワークドレスシャツ」
	 玖珂縮みシリーズ

写真18．中村正代作「やまぐちっこ」
	 玖珂縮み×デニム

写真19．荒木麻耶作「tsunagu」
	 柳井縞×デニム

写真20．水谷由美子デザイン　経緯和紙糸スーツ（中央）
	 金子みすゞ×柳井縞2014
	 石田忠男（柳井縞の会会長）柳井縞織り
	 岡部泰民（匠山泊代表）プロダクト
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コ「纏祝（まとほ）ぎ」を提案することを目的とし
ている。ここでは、農業のライフスタイルに明るく厳
かなイメージを与えたいという制作者の意図を表現し
た。１年の仕事初めに正装して豊作を願う意味を込め
るなど、祝旗の持つ生地の華やかさで日々の農作業へ
の機微を持たせ味わうことも考慮した。金箔が施され
た祝旗の生地は、華やかさ、優美さを併せ持ち、また
手描きの柔らかな描線が農作業着としての地味な印象
を払拭した。

　祝旗の素材については、奇遇にも知人の家族が周防

大島町で染工場を営んでおり、生地を譲り受ける事が
できた。筆者は染織について学んだ経験があることか
ら、この機に山口県内の染織り産業を調べてみた。三
方が海に開かれている山口県は農業の他に漁業も盛ん
であるが、大漁旗などを製造する染色業者は、数件し
かないことが分かった。しかも手染めとはいえ、型染
め、シルクスクリーンプリントなどの近代的な技法で
製造している所が多かった。従って、手描き・手染め
の手法を守り製造しているのは岡本染工場が唯一であ
ることがわかった。その歴史は、昭和 7 年に始まった。
当時は、周防大島内に 3 件の染工場があり、大漁旗、
幟旗などの製造が行われていた。しかし、第二次世界
大戦後には 2 件に減少し、昭和 35 年頃には、すでに
岡本染工場のみとなった。
　岡本染工場の染めの特徴は、京友禅の技法を取り入
れていることで、柳の炭で大まかな下絵を描き、青花
染料（注 7）で細かい線を下書きする。糊には米ぬかと
もち米粉を混合して練り、蒸した後に塩を加えたもの
を使用している。もち米粉を加えることで細い線が描
ける。これらの材料から至って自然からの恵みを使用
していることが伺える。色付け染料としては水溶性の
モノゾール染料を使用している。利点としては仕上が
り後に色移りがないことである。
　祝旗の市場は、安価なプリントものが多くを占めて
おり、手染めの旗は少ない。また、組合などの組織が
ないため市場価格に格差がある。武者幟旗が岡本染工
場の主要製品で、祖父母より孫への端午の節句への贈
り物とする風習が今でも比較的残っている長野県の業
者に卸している。しかしながら、以前よりは伝統的な
風習を継承する家庭が減少していることもあり、かつ
てほど受注数はない。武者幟旗の他には神社の幕や寄
進幟なども製造している。現在は岡本勝也の息子であ
る岡本悟が跡を継ぐために修行中である。
　また、作品作りのためのフィールドワークとして山
口県内で無農薬野菜・有機野菜を育て、自給自足に近
い生活を送る 3 組の農家に、農作業着に求める機能性・
ファッション性について聞き込み調査も実施した。そ
してポケットの位置や股上のゆとり具合などについ
て、様々な意見を得た。またウエストにはゴムよりも
綿テープ素材が良いという意見もあった。そして、男
性用には前立てが必要という声が多かったのでデザイ
ンに取り入れた。また、2014 年９月に安倍昭恵内閣
総理大臣安倍晋三夫人と共に長門市油谷の棚田で稲刈
りを行った際、参加者に祝旗を使ったモンペッコの試
着を依頼した。そこで好評を得たのでシリーズ化して、

写真21．甲斐少夜子作「纏祝ぎ」
	 （街着仕様）祝旗×デニム

写真22．甲斐少夜子作「纏祝ぎ」
	 （作業着仕様）祝旗×デニム
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農ガールコレクションへと発展させた。
　通常であれば着古したものを農作業着に使用するこ
とが多く、フィールドワークで調査協力した農家も実
際、汚れたり破れたりしてもよい服を農作業用に使用
していた。しかしながら、医食同源と言われるように、
人間の身体は食べたもので出来上がる。その食べ物を
生み出す行為である農作業だということを認識するた
めに、視覚的にその行為を敬い、自然への感謝を纏う
ことを表現したいと考えた。
　今回岡本染工場との縁により祝旗の生地を使用する
ことになったが、日本の伝統産業の実情を知るきっか
けとなり、市場に出すことなく処分される生地がある
ことや伝承することの大切さを痛感した。と同時に筆
者は生地に別の命を吹き込むことができたことに喜び
を感じた。これが岡本染工場の新たな商品開発を考え
るきっかけとなることを期待する。
　また、古くは天災からの無事を祈り、地域の中で
人々の結束を固め、豊作を願う行事などが、時節毎に
行われていたが、昨今ではそのような行事が蔑ろにさ
れている傾向にある。だが、若い人への農業の関心が
高まり、農業従事者が増え、楽しい祭事が催されるよ
うな風土が形成されつつあるケースも散見できる。地
域の繋がりが深まるような服飾面からのアプローチの
可能性を今回の作品に感じてもらえたら幸いである。
現代のライフスタイルでは、安易に食物が手に入り、
作り手の顔も見えず、どのように野菜が生育するのか
を知らない子供が多くいる。次世代の子供達が食べる
事への関心や農作業への意欲を掻き立てられるような
ファッション性のある農作業着をさらに研究・発信し
ていきたい。 （文責：甲斐少夜子）

（2）三世代NORAスタイル
　　（家庭に眠っている古布×柳井縞×アロハ生地）
　筆者は農ガールコレクションにおいて、「三世代
NORA スタイル」というテーマで、三世代家族を想
定した農作業着を発表した（写真 23）。
　制作するに当たりまず考えたのは、どんな人のため
の農作業着を作るかということであった。その時ヒン
トになったのは、阿東の果樹園のファミリー経営農家
である。筆者は農業振興のためには、農業以外の人、
若い人そして女性を引き入れるだけではなく、家族の
結束力で経営を永続的に受け継いでいくことが大切で
あると考えた。そこで、祖母（50 代）と母（30 代）
と孫（10 代）の農業ファミリーというコンセプトを
想定するに至った。

　筆者は長年、服のリメイクに取り組んできたので、
作品制作にあたっては地域に伝わる布や古布を使って
作ろうと考えた。昨年実家で整理を手伝った際に、古
い絵絣の布（写真 23 左パンツの素材）を発見し実母
から提供を受けた。両親はこの布のことは全く知らな
いと話したことから、実父の代よりも前のものだと思
われる。実母は元は布団だったのではないかと推察し
た。
　この布は地域資源とは言えないが、昔のものの良
さを再認識することや、リユース、リメークなどの
資源を循環させる姿勢は現代社会において大切なこと
であるため、この布を使うことにした。筆者はこの大
胆な文様にモダンな印象を感じたために、祖母モデル
のパンツに仕立てることにした。テーパードパンツと
呼ばれるタイプで、裾にいくほど細くなるシルエット
になっている。これは 58 歳の祖母モデルが着用した。
モダンな柄行とシルエットが好評で、譲ってほしいと
いう人もいた。布が柔らかくて着心地がよかったとの
ことだった。
　またコレクションの準備が始まった頃、大学関係者
から４枚の着物の提供を受けた。着物の持ち主は提供
者の祖母で、呉服店を経営していた。着物への愛着か
ら大事に保管していたが、着る機会がないということ
で寄付を思い立った。
　昔は、木綿の着物については着古した後は布団に仕
立て、次はおむつそして最後に雑巾として使うという
ように、徹底的に使いきる文化が根付いていた。しか
し最近は、最後まで無駄なく使うというサスティナブ
ルな習慣は廃れつつある。このような現状において、

写真23．小田玲子「３世代NORAスタイル」	古着×柳井縞
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　地域において子供はまさに宝である。筆者はこのイ
ベントの視察を兼ねて油谷に稲刈りに行ったが、廃園
となった幼稚園でお世話になった。少子高齢化の行き
つくところを目の当たりにし、地域にとっていかに子
供が大切か考えさせられた。そういう意味でも 3 世代
というコンセプトにしたことで地元の住民の関心を呼
ぶという効果があった。同じ素材で少しずつ変化をつ
けたユニフォームと捉えてもよい。
　現地モデルは本番の日に初めて服を着ることになっ
ていたので、事前にデザイン画を送ってイメージをつ
かみやすいよう工夫をした。3 人とも「デザイン画を
見てテンションが上がり、着ることが待ち遠しかった」
とコメントした。コンセプトやイメージを正しく伝え
るためには、デザイン画を正しく且つ魅力的に描く必
要があると感じた。
　さらに「野良着としてはもったいないくらいおしゃ
れなので、畑からスーパーへ買い物に行けそうな感じ。
泥つきの靴を脱いで、ブーツに履き替えて上着か何か
ひとつ付け加えれば、ちょっとした外出はできそうだ」
というコメントもあった。
　農ガールコレクションを終えて気付いたことは、コ
ミュニケーションの大切さである。モデルとは当日ま
で会えないこともあり、頻繁に連絡を取り合った。着
る人と作る人がお互いに寄り添いながら意見を出し
合って作品を作ることの大切さを感じた。今回は SPS
を使ったデザインのアプローチをしていないが、今後
はサービスデザインの応用により、次回のコレクショ
ンに取り組んでいきたい。　　　　（文責：小田玲子）

まとめ
　以上に述べたように、mompekko レーベルを作り、
長門市の共催の元、ラポールゆやでコレクションを発
表した。著名なモデルやミュージシャンとともに昭恵
夫人もモデルとして参加した。左記の著名人たちの他
に、京都に本拠地を置くジャポニスム振興会が主催者
の一翼を担ったことから、観客が全国から集まり、長
門市は非常に賑わったはずである。
　タレントのファンも含め、地域内外の人々が客席に
おいて交流できたことも地域の活性化に役立った。
　ショーと同時に玄関前広場では農業女子とのコラボ
レーションによって、ダイハツ株式会社が開発した８色
の軽トラックが展示された。また、ロビーでは長門市の
自然栽培米や柳井縞、玖珂縮み、さらに山口県立柳井商
工高等学校による工業系生徒が作った織り機と、商業
系生徒が織った柳井縞のデモンストレーションなどが

大切にされていた着物を使って作品を作ることは意義
のあることなので、改めてその布を大切にして使うこ
とにした。
　あられ模様の絣はかすれた感じが柔らかい印象なの
で、34 歳の母モデル（写真 23 右）のサルエルパンツ
に仕立てた。このパンツの特徴は、股上が深いことで
ある。身長約 170 センチの女性 2 人が試着した。座っ
た時の腰回りの締め付け感がなくていいという 2 人の
感想だった。この布は、携帯電話や財布などを入れる
ポシェットの一部にも使用した。
　初期のモンペッコには世界の生地を使って作られた
バージョンがある。その中のひとつがハワイの生地で、
周防大島町で調達されたものだ。この布で長方形の布
を合わせただけのシンプルなデザインのベストを作っ
た。
　母モデルはショー会場がある長門市の地元の人に頼
んだので、試着はモデルと同じサイズの人を探した。
家庭菜園で野菜や花作りをする人だったので、野良着
に関する意見を聞きフィッティングした。農作業をす
るとき、上着が上に引っ張られて背中が見えてしまう
ので、後身頃は前身頃より長くする工夫をした。これ
は結果的にデザインによる改良がされているという評
価につながった。
　提供を受けた着物の中に、縞が太く遠くから見ても
見栄えのする綿入れがあった。ほどいて綿を丁寧に取
り除いて洗い、子供用モデル（10 代）（写真 23 中央）
のパンツを作ることにした。若い女性の間でショート
丈のパンツが流行っているが、裾を絞ったデザインの
カボチャパンツも人気がある。これは小学生の女児に
も気に入られると確信し、試作した。
　モデルは小学 3 年で 10 歳の女児であったが、この
パンツが大変気に入り、本番当日は裾をもう一折して
さらに短く穿くというアレンジを自ら加えていた。
　また、子供モデルのトップスの袖と祖母モデルの被
り物と母モデルのポシェットの一部には、地域資源で
ある柳井縞を使用した。古い伝統が現代に息づいてい
るという点に注目して起用することにした。
　コレクションが終わってから、3 世代作品に出演し
た 58 歳と 34 歳のモデルに感想や意見を聞いた。
　地元の反響は思った以上にあり、地元のニュース番
組や広報でも大きく取り上げられた。コレクションに
はたくさんのグループが出演したが、ニュースも広報
も 3 世代の写真がトップ扱いだった。地元のモデルに
よると 3 世代というコンセプトが良かったのではない
かという意見だった。
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あった。
　また、ショーの終了後にモンペッコを販売し、当日
持参した約 20 着がその場で完売した。地元の女性た
ちに気に入られ、長門発のモンペッコとなった。
　ファッションショーの波及効果として、10 月 31 日
の日経新聞夕刊１面にファッションショーの記事（写
真 24）が掲載された。小さな街でのファッション
ショーであったが、社会的な広がりとしては意義が
あった。

　また、農林水産省の誘いで新宿伊勢丹×農林水産省
農業女子プロジェクトの「イセタン“スタイリングマ
ルシェ”」で作品を発表する機会を得た。ここに全国
の魅力的な農業女子のショップも出展されていて、交
流ができたことで農業女子の気概を感じることができ
た。彼女たちはメディアにも注目されている人たちだ
が、そのような時に、着る服がないという言葉があ
り、1 人はその場で持ち合わせていたモンペッコを購
入し、今後「取材の時に着たい」とコメントした。
　3 名の農業女子がモンペッコを舞台で着て、その感

想を言う場面（写真 25）があったのだが、サイズ感、
着心地、趣味的な要素も気に入られたので、研究室の
メンバーは非常にやりがいを感じて舞台を後にした。

　さらに、広島県農林水産局農業技術課技術振興グ
ループから「農業高校・農業技術大学校合同フォーラ
ム 2014」への参加要請があり、モンペッコだけが広
島で発表される（写真 26）という機会もあった。

　以上のように農業女子のネットワークによって、モ
ンペッコは全国に情報発信されている状況である。今
回は小ロットでの製造であるが、少しずつ消費者の方
に購入されており、顔がわかるような売り買いがあって、
反応も見られるのでちょうどよい規模で進んでいる。
　2014 年モデルは、2013 年モデルから展開させて、

写真24．日経新聞夕刊全国紙1面掲載記事　2014年10月31日
　　　　「変わる農３	次代は農ガール」

写真25．新宿伊勢丹×農林水産省農業女子プロジェクトの「イセタ
ン“スタイリングマルシェ”」でモンペッコとサロペッコの
発表

写真26．中国新聞掲載記事　2015年2月1日
	 「作業服ファッションショー」
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新しい生地の製造にこぎ着けたことで、一定の量産化
が実現したことが大きな成果である。さらに研究室ス
タッフが実際に田植えや稲刈りなどにモンペッコを
穿いて参加することで、デザインに関してより自信を
もってコンセプトを出せたことは意義があった。
　さらに、新しいデザイン手法であるサービスデザイ
ンの道具− SPS を使った視聴覚空間でロールプレイ
ングすることで、あらゆるステイクホルダーが同じ地
平で語り合え、自由にアイデアを出せることは意義が
あると確認できた。
　今後もサービスデザインの手法を用いて、稲作のみ
ならず、果樹や野菜などの仕事別に求められる機能や
環境、さらにそこから新しいデザインの対象などが発
見されることで、農業の活性化とともに、それに関連
する産業などの活性化に繋がればよいのではないかと
期待をしている。
　戦後のある時まではモンペが農作業の定番であっ
た。会津若松ではかつて４つの地域で農作業着である
モンペが地域のコミュニティで制服化されていて、同
じ縞の柄のモンペを着用していた、と会津若松での
フィールドリサーチで聞いた。地域を識別するユニ
フォームでもある。この点を参考にすると、地域固有
の縞柄を織り、地域コミュニティのコミュニケーショ
ンの道具になったらいいのではないかと考えている。
祭りの時、共同で農作業を行う時、家族で世代を超え
て作業をする時など、服飾文化を通じて、新たに農業
における文化を発信していけることが本研究の創作コ
ンセプトの根幹をなしている。
　稲作は日本の古代以来の伝統文化でもあり、信仰の
背景もある。農業が単に産業であるという視点から、
日本人の精神文化との結びつきも振り返ろうとしたの
が、今回のテーマ「大地の心をきく」であった。職業
によって大切にしている世界観があるので、どの職業
でも同じ作業着を着るのではなく、機能性も合わせて
精神文化を託す意味でもモンペッコが新しい農作業着
として取り入れられることを期待している。
　現代の若者はジーンズやサロペット、ツナギやカー
ゴパンツなどを着用しており、真夏の暑い日の蒸暑さ
を回避するような機能的な作業着を着ていないことが
多い。そのためにも従来のもんぺを改良した着ごこち
のよい農作業着の開発は必要である。
　最近の現象として、都会の若者が地方に行き、農業
の法人化を作る動きも出て来ている。農業への意識を
着るもの、つまりライフスタイルによって他者に伝え
ることも大切である。今後も日本の農業の活性化に向

けて、精神性と機能性の両面からモンペッコのデザイ
ンと普及の活動を継続して行きたいと考える。

謝辞
　農ガールコレクションは制作スタッフ自身の農業体
験および農林水産省農業女子プロジェクトの皆様の協
力の下でデザイン開発されました。これらの指導やモ
ンペッコの共同開発他をして頂いた安倍昭恵内閣総理
大臣安倍晋三夫人に心から感謝申し上げます。その他、
ショーの共同主催のジャポニスム振興会、モンペッコ・
レーベルを立ち上げ企画から販売までを協力した有限
会社ナルナセバ、モンペッコ製造に尽力した合資会社
ロォーリングおよび匠山泊、サービスデザインの場所
を提供した山口ケーブルビジョン株式会社、その他ご
指導、ご協力を頂いたすべての皆様にこの場をお借り
して深くお礼申し上げます。

注
１　水谷由美子・安倍昭恵・武永佳奈・水津初美共著「 モンペ

とサルッパカマをリデザインした農作業着の服飾デザイン

『農業スタイルコレクション 2013 in 長門油谷 with 会津若

松』を事例として」『山口県立大学学術情報』 7 号　山口

県立大学、2014 年 、27 − 49 頁。

２　「農業女子プロジェクト」は、女性農業者が日々の生活や

仕事、自然との関わりの中で培った知恵を様々な企業の

シーズと結びつけ新たな商品やサービス情報を社会に広く

発信し、農業で活躍する女性の姿を多くの皆さまに知って

いただくための取り組みです。

 農業女子プロジェクトについて「農林水産省」2014 年 12

月 14 日取得。

 http://www.maff.go.jp/j/keiei/nougyoujoshi/

３　SINCO-LAB, SINCO, 〈http://sinco.fi/sinco-lab/〉accessed 

2014 DEC 1

４　2013 年の研究成果は、以下に収録されている。山口県立大

学ライフイノベーション研究チーム編『SPS　サービスデ

ザインで生活が変わる　社会が変わる − ライフイノベー

ションの視点から —』　東洋図書出版、2013 年。　

５　山口県立大学ライフイノベーション研究チームメンバー、

チーフ：水谷由美子、研究スタッフ：中村仁志（看護栄養

学部長・教授）、松尾量子（国際文化学部教授）、倉田研治（国

際文化学部講師）、山崎あかね（看護栄養学部講師）、長谷

川真司（社会福祉学部講師）、太田智子（看護栄養学部講師、

2014 年度から参加）は 2013 年度に結成された。

６　山口県立大学企画デザイン研究室国際共同研究に参加して

いる学部生：中濵結香・中村正代・斉藤輝（4 年）、荒木
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麻耶（3 年）

７　「青花は露草の花汁を和紙に充分浸ませて干燥させたもの

です。水に漬けると美しい青色の液がでます。」　切畑健『伝

統工芸染織篇 6 友禅』衣生活研究会、1974 年、20 頁。

参考資料１
モンペッコに関する農業女子のモニターへのアン
ケート結果　
アンケート集計：中濵結香

●モンペッコの機能について率直なご意見を聞か
せてください

・涼しい、軽い。はいているのを忘れそう。ゆったり
していて楽。長靴もはきやすい。

・涼しい、ゆったりとしていて動きやすい。
・トイレに行くとき脱ぎ着が楽。
・動きやすくてとてもよかった。秋口は今回のような

生地でもよいが、夏などはもう少し薄手でもよい。
・ゆったりしていて動きやすく涼しい。コットン？な

ので汚れやすい。
・着ていて疲れず、動きやすい。軽くて楽。
・生地がしっかりしているのに涼しい。着用して作業

はしていませんが、汗をかいてもべたべたしないの
ではという印象でした。

・普段はいているものはどうしても屈むとき、腰がで
てしまいます。モンペッコは腰が出ず、ゆったりと
していてとても動きやすかった。

・さらさらした肌触りがとてもよかった。
・サイズが少し小さかったので着用していない。
・動きやすい。
・ゆったりしているので動きやすく脱ぎ着しやすいの

でよい。
・生地がうすすぎて作業していると破けそうで心配。

涼しそうではある。汚れるのでどうなのか？
・ゆるっとしたデザインなので、立ったり座ったりの

作業がしやすい。
・普段Ｌサイズなのですが、お借りしたのがＭサイズ

でちょっとぴちぴち（笑）でもゆったりめにつくっ
てあるから破らずに過ごせた。ふともも、おしりが
大きいのでＬサイズが欲しい。屈みやすくなる。

 
●ポケットの位置と数についてご意見を聞かせて
下さい。

・サイドポケットが 2 つ、後ろに 1 つ。ファスナーな
しのがあるといい。後ろだと使いづらい。

・前左右に 1 つずつ、横に 1 つずつ ( カーゴパンツみ
たいに )。後ろは見えづらいので出し入れしづらい。
ファスナーが引っかかってしまった。

・後ろに深いポケットが 2 つあるといい。前はものを
入れるとしゃがみにくい。
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・カーゴパンツのように横にあっても（太ももあたり）
良いのかと思った。

・右後ろに一つ欲しい（手袋をすぐに入れる）。ファ
スナーをつけるなら両サイドにあってもいいかも

・前左右どちらかについていると助かる。
・前左右どちらにも欲しい。チャックなしがいい。
・前右に大きめ 1 つついていると、ペンとかメモ帳を

いれると取り出しやすく便利。
・できれば 2 つ欲しい。
・両サイド各 2 つ。
・前の左右（スマホ、ペンなど入れる。後ろだと屈ん

だときつぶしてしまう。）
・右側のうしろポケットが 1 つ欲しい。チャックはな

しで、そのまますぐいれたい。
・後ろ右→携帯電話を入れる。
・現在の後ろ左で十分。
・側面で少し下めの位置がよい気がする。携帯やスマ

ホを主に入れることが多いので後ろだと画面が割れ
そう。前だと屈みづらいので。

 
●ポケットに求める機能は何でしょうか？
・ケータイ、手袋、ハサミなどを作業中にさっと取り

出すのにうしろだと使いづらい。ファスナーは開け
にくい。

・ものが出し入れしやすい、ものが落ちにくい。
・ハサミとスマホを入れたい。
・作業中ポケットには携帯を入れる。後ろだと座ると

きに少し邪魔になる。横の位置でなおかつ土が入ら
ないようチャックは必ず欲しい。

・形態やグローブを入れるためには必要、ファスナー
がいるのは両サイドで、後ろはいらない。すぐかが
んでしまいしまりづらい。両サイドのポケットには
土などが入ってくるのでファスナーが欲しい。

・携帯や鍵など、常につけていたいのと、後ろのポケッ
トだと落ちたり、屈んだときに邪魔。

・農作業中も電話や写真を撮るため、いつもスマホを
前ポケットにいれておきたい。あとねじなど細かい
ものもとりあえずポケットに入れたい。チャックな
しがいい。

・チャック付きでペンが落ちないといい。
・ハンカチ、携帯を入れたい。
・携帯などがあるのでカーゴパンツのように両サイド

にあると座った時邪魔にならない。
・女性サイズでも中に入れたときものが落ちてこない

作業着が欲しい。今使用しているものは屈んだとき

など、中のものが落ちてしまう。
・手袋や機械のカギを入れるので深い方がいい。
・ハサミを入れたいので生地が薄いと破ける。せめて

ポケットだけでも補強してほしい。
・チャック付きでありがたい。
・車のカギ、携帯、スマホぐらいが主に入るもの。作

業時にポケットの中身が出てこなくて取り出しやす
い。屈んだときに中身がじゃまにならないなど。

●モンペッコのデザインについてご意見をお聞か
せ下さい。

・そのままお店にも行けそうなデザインでとてもかわ
いかった。( 迷彩柄 )

・布地が個性的な柄で良い。いろんな柄、色があると
選ぶ楽しみがある。女性スタッフにも「エスニック
な感じが素敵と言われた。（ガーナ・ブルー）

・子供におばあちゃんみたいと言われた。( ハワイ・
白×黒 )

・すごく気に入った。今すぐにでも欲しいと強く思っ
た。職場の方にも可愛いと言っていただいた。（マ
リメッコピンク）。

・布地がかわいいので「私も欲しい！！」といわれた（マ
リメッコブルー）。

・農家らしく、柄がかわいい（ハワイ　白×ネイビー）。
・布地がかわいい、柄もすごくきれい。男性用を要望

する声も（会津ミックス）。
・布地がかわいい。こんなモンペッコをきて作業した

い。（ガーナ黄色）。
・少し柄がきつい。もう少しシンプルがいい。（フラ

ンスピンク）。
・無回答（会津濃ピンク）。
・かわいい。意外と何でもに合いそう！（マリメッコ

カーキ）。
・布地がとてもシックでかわいい（フランスパープル）。
・可愛くない。布地もおばさん臭い。ゆったりしすぎ

て機械を使用する際引っかかりそうで危険な感じが
した。（フランスカーキ）。

・足が太くても楽々はけて動きやすい。
・意外にスリムだった。布の肌触り（着心地）がよかっ

た。
 
●普段の農作業着はどのような点を考えて購入し
ていますか。

・夏は涼しい、冬は暖かく、とにかく動きやすいこと。
・じゃぶじゃぶ洗える、日焼けしにくい、乾きやすい、
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動きやすい、虫が入りにくい、乾きやすい。
・つなぎまたはユニクロのレギパン、生地の厚さ。
・動きやすさ、洗濯のしやすさ、価格も気になる。可

愛さもとっても重視している。
・汚れてもすぐに洗える（ヤッケなど）。あまり高く

ないもの（安すぎてもだめ）。
・機能性、通気性を主に考える。
・土がついてもあまり気にならない色、ある程度立ち

屈みが楽でおばさんぽくないデザインのもの。
・動きやすさ、デザイン。
・スタイル、はき心地。
・布地がしっかりしている、ポケットの位置など。
・自分に合うサイズがあまりないため（女性ものを売っ

ているところ）合うものを探すのが大変。動きやす
さが一番大事。男性ものは小さくてもベルトをして
もずり落ちる。

・伸び縮みしやすい、動きやすい、生地がよい。
・安全性、作業性。夏場は速乾性、UV カット機能。

冬場は保温性。
・見た目かっこいいか、かわいいか。動きやすさ（サ

イズやストレッチが効いているかなど）。
・泥汚れ、油汚れがついて取れなくなってもおかしく

ないものを着ていて（古着、作業着など）、ズボン
は刺し子で穴をふさいではくこともある。

 
●その他農作業着などで困っていることや希望な
どがあればお書き下さい。

・パイプにひっかけて破れることがあるので、丈夫で
機能的なのが 1 番求められる。

・冬場とても冷えるので暖かくて動きやすい冬用作業
着 ( 上下 ) が欲しい。また薄手で温かく滑り止めの
ついた手袋。

・股下にまちのあるモンペが動きやすくて好き。
・もっともっとかわいい農作業が、手軽に手に入ると

嬉しい。北海道なので、つなぎよりもやはり「ヤッケ」
素材のものがいろいろなデザインであるといいのに
なと思う。

・なかなか色がなくありきたりなくみあわせになって
しまう。いいなーと思うと高い。機能性を考えると
アウトドアブランドが一番いいが、高いので、安い
ものを買うと結局すぐ破れてしまう。ヤッケ素材が
一番欲しい。

・破れにくいもの、汚れにくいもの探している。
・しゃがむとパンツが見えてしまうので腰からエプロ

ン（前掛け）をしているのでまた上の深いズボンが

欲しい。
・サイズが大きいのが多く、自分にぴったりで動きや

すい服がなかなかなくて困っている。ぜひモンペッ
コを販売してください。

・自分でつくってみたい
・汗がたくさん出る時期なので、タオルなど首にまい

ているがすぐに落ちてしまったり使い勝手がよくな
い。タオルをまとめるおちないものが欲しい。

・サロペット（つなぎ）タイプで胸ポケット付きがあっ
たらいいなあ。モンペッコの形はすごく気に入った
ので、普段着にでもできそうなカモフラ柄とかから
のバリエーションがあれば欲しい。

・季節の変わり目の時の着方、特に３月頃はハウスで
作業をしているとだんだん熱くなる。朝は寒いので、
温かい下着を着たいというジレンマ。

写真撮影場所＆撮影者リスト
●山口ケーブルビジョン株式会社（撮影者：倉田研治

研究室）　1,3,4,5,6
●山口市徳佐の田圃（撮影者：斎藤輝）　2,7,8
●ラポールゆや（撮影者：OOMO Photograph.）
　9（拡大）,10,11,13,14,15,16,17,18,19,20,21,22,23
●ラポールゆや（撮影者：KAMIJO 所属事務所）　12
●伊勢丹新宿店（撮影者：谷査恵子）　25
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